
斎尾直子 研究室 建築計画，地域施設計画，都市・農村計画 
緑が丘 4 号館１０１・１０２号室 nao-s@arch.t itech.ac. jp 
 

斎尾研究室は 2011 年度開設、緑が丘 4号館（教育施設環境研究センター)  1 階です。 

 

<研究領域>  建築計画，地域施設計画，都市・農村計画 
 小学校と地域社会、大学キャンパスと都市再生、都市地域と農山漁村地域等、せめぎ合いや 
 連携・恊働による相乗効果等をテーマとし、フィールドワークをベースに研究を進めます。 
 

○小学校 - 大学と生涯学習施設等の地域拠点施設計画 
  ・保育園・幼稚園と屋外空間等のこどもの居場所計画 
  ・公立小中学校と地域社会との連携によるまちづくり計画 
  ・公立小中学校の統廃合・広域化する学校区・学校と地域との恊働による地域運営計画 
  ・大学町(University Town)の比較分析、大学と都市の恊働による都市再生 
  ・大学キャンパスの新設，移転・撤退と都市・地域の再生 
  ・東日本大震災後の被災地域における公立小中学校の再拠点化，子ども達の居場所づくり 
   ・東日本大震災を契機とした大学キャンパスのBCP,DCP：復興期の地域との連携 
                                                          （※DCP：District Continuity Plan） 
 
○都市 - 農村の居住環境整備のための地域社会計画 
  ・ラーバン(Rural+Urban)エリアのまちづくり計画 
  ・コミュニティデザイン，地域福祉計画，公共空間の再配置計画 
  ・農山漁村における居住環境整備 (グリーンツーリズム、二拠点居住、UJI ターン等) 
 

<教員紹介> 斎尾 直子 / SAIO, Naoko  Dr.Eng. 
  東工大建築学科/藍澤宏研究室(農村計画・土地利用計画、建築計画・文教施設計画分野の研究室)出身、  
  三菱総合研究所研究員、東工大藍澤研究室助手、筑波大社会工学系講師、  
  ベルギー/ルーヴァンカソリック大学客員研究員、筑波大准教授を経て、2011年度より現職。 
 

著書： 
   「いまからのキャンパスづくり 大学の将来戦略のためのキャンパス計画とマネジメント」日本建築学会(2011)（共著） 
   「地域と大学の共創まちづくり」学芸出版社(2009)(共著)  
   「ラーバンデザイン 都市×農村のまちづくり」技報堂(2007)(共著) 
 

 
2011 年度：2010 年度まで所属していた筑波大学社会工学/都市計画主専攻の大学院修士 2年 4 人、 
         東工大建築学科 4年生 3 人の交流型研究室としてスタート。 
    ～ 
2017 年度（第 7期）：建築学専攻・建築学コース大学院生 12 人（博士４人, 修士８人）， 
           建築学科４年生３人，         学生計 15 人。 
 

HP：http://www.rcef .gh4.t itech.ac. jp/saio/ 


